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令
和
２
年
１
月
28
日
並
び
に
２

月
10
日
、
小
谷
村
長
よ
り
、
高
齢
者

叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）
を
受
章
さ
れ

た
元
小
谷
村
議
会
議
員
の
今
井

力

氏
、
石
川
智
朗
氏
へ
の
伝
達
式
を
村

長
室
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
今
井
氏
が
昭
和
61
年
５

月
、
石
川
氏
が
昭
和
53
年
６
月
に
小

谷
村
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
そ

れ
ぞ
れ
３
期
12
年
間
に
わ
た
り
村

勢
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
受
章
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

　
お
二
人
の
今
後
の
ご
多
幸
と
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
が
３
月
31

石
川
　
智
朗

様

今
井
　
力

様
（
代
理
）

　
商品券使用可能店舗 使用期間：３月３１日まで 　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
影
響
緩
和
を
目
的
に
、
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
プ
レ

３
月
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
期
限
は

№
1

店　　名 （五十音順）

池 原 屋 米 穀 店
電話番号 

８２－２０８２ 

2 石 川 商 店 ８２－２０５５ 

3 ‘Ｓ’ウ ェ ル ネ ス ク ラ ブ 小 谷 ７１－６６２２ 

4 近 江 金 物 店 ８２－２０１５ 

5 小 谷 観 光 タ ク シ ー ８２－２０４５ 

6 キ タ ム ラ 時 計 店 ８２－２６６３ 

7 ク リ ー ニ ン グ 姫 川 舎 ８２－２１４６ 

8 サ ン テ イ ン お た り ８２－２２２８ 

9 Ｊ Ａ 大 北 お た り 支 所 ８２－２００３ 

10 大 北 農 協 小 谷 ス タ ン ド ※1 ８２－２８３３ 

11 ト ー タ ル タ タ ミ サ ー ビ ス ※2 ８３－２０１１ 

12 中 田 石 油 ※1 ８２－２２３９ 

13 パ ン 香 房  一 輪 の 華 ８２－３８８５ 

14 道 の 駅 小 谷 ７１－６０００ 

15 ロ ー ソ ン 小 谷 店 ８２－３４３２ 

31
日
（
火
）
ま
で
で
す

日
（
火
）
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
商
品
券
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
だ
、購
入
済
の
商
品
券

が
お
手
元
に
残
っ
て
い
る
方
は
お
早
め
に
ご
使
用
下
さ
い
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
が
使
用
で
き
る
店
舗
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※1

※2

車両の給油のみ使用可。商品券は給油前に提示してください。
畳・ふすま・障子・クロス・カーペット・カーテン

広報おたり　令和２年３月号 (2)



  

  

　消費税法改正により、令和２年４月からし尿くみ取り運搬手数料、投入手数料を改定します。
今回の改定は、消費税10％に伴うもので、手数料自体の改定ではありませんので、皆様の
ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

お問い合わせ

消費税法改正により　令和２年４月から

白馬山麓事務組合　(清掃センター 0261‐72‐3312)

し尿くみ取り手数料が変わります

くみ取り申し込み　  0261‐23‐4446　《委託先　大町市：㈲山田商会》

改
　
訂
　
前

改
　
訂
　
後

白馬山麓事務組合手数料徴収条例　別表

（注）し尿のくみ取り運搬手数料の基準は１回400ℓとし、くみ取り量は10ℓ単位に定める。

（注）し尿のくみ取り運搬手数料の基準は１回400ℓとし、くみ取り量は10ℓ単位に定める。

手 数 料 の 種 類 地域の別
基準に対する手数料

基準を超えるもの
基 準 手　数　料

し尿のくみ取り運搬手数料 　白馬村、
　小谷村、
　 全域

１ 回 ２，９２０円 10ℓについて ７３円

投入処理
手 数 料

し尿 10ℓ ４４円 10ℓについて ４４円

浄化槽汚泥 10ℓ ５０円 10ℓについて ５０円

手 数 料 の 種 類 地域の別
基準に対する手数料

基準を超えるもの
基 準 手　数　料

し尿のくみ取り運搬手数料 　白馬村、
　小谷村、
　 全域

１ 回 ２，８８０円 10ℓについて ７２円

投入処理
手 数 料

し尿 10ℓ ４３円 10ℓについて ４３円

浄化槽汚泥 10ℓ ４９円 10ℓについて ４９円

　
長
野
県
内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
国
は
２
月
25

日
の
対
策
会
議
で
、
こ
の
先
２
週
間
程
度
が
「
感
染
が
拡
大
す

る
か
否
か
の
瀬
戸
際
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
ま
す
。
長
野
県
は

３
月
17
日
ま
で
を
適
用
期
間
と
し
て
、
大
勢
の
人
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
、
行
事
等
の
延
期
や
中
止
、
規
模
の
縮
小
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
小
谷
村
も
こ
れ
を
受
け
て
次
の
と
お
り
検

討
し
ま
し
た
。

検
討
事
項
　
村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
等
の
延
期
や
中
止
、

規
模
の
縮
小

適
用
期
間
　
３
月
17
日
ま
で
を
基
本
と
す
る

　
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
不
要
不
急
な
外
出
は
極
力
控

え
ま
し
ょ
う
。
引
き
続
き
、
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど
の
感
染
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
小
谷
小
学
校
・
小
谷
中
学
校
は
３
月
４
日
か
ら
17
日

ま
で
臨
時
休
業
期
間
と
し
、
18
日
か
ら
春
休
み
と
な
り
ま
す
。

卒
業
式
は
18
日
に
卒
業
生
、
卒
業
生
の
保
護
者
、
来
賓
３
名
程

度
で
、
時
間
を
短
縮
し
開
催
す
る
予
定
で
す
。
小
谷
村
保
育
園

は
通
常
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

村
の
基
本
的
な
考
え
方
２
月
末
現
在

小
谷
村
教
育
委
員
会

８
２
‐
３
９
８
１

住
民
福
祉
課

８
２
‐
２
５
８
２

(3) 広報おたり　令和２年３月号



こ
と
を
、「
モ
ノ
」が
状
況

く
る
＝
Ｉ
ｏ
Ｔ

用
が
、
人
口
減
少

持
す
る
と
い
っ
た
課
題

一
手
法

を
伝
え
て

と
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
活

し
て
も
集
落
を
維

に
対
し
て
、

と
し
て
の
期
待
が
見
え
て

小
谷
村
×
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

　
先
月
に
続
い
て
、

モ
バ
イ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式

　
ま
た
、「
出
穂
後
の
積
算
温
度
が

き
ま
し
た
。

会
社
（
以
降
、「
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
」）
×
東
京
電
機
大
学
（
以
降
、「
Ｔ
Ｄ
Ｕ
」）
の
産

欲
し
い
」「
水
温
が
品
質
に
ど
う
影

　
来
年
度
は
、
本
年
度

官
学
連
携
の
取
組

響
す
る
か
参
考
に
す
る
」
と
い
っ

証
し
た
結
果
、
実
証
箇
所

み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

た
、
利
用
者
目
線

し
、

で
の
ご
意
見
も
い

出
（セ
ン
サ
の
商
用
化

ソ
コ
ン
で
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で

た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ン
サ
の
組
立

セ
ン
サ
設
置
・
可
視
化
に
つ
い
て

も
」
確
認
可
能
な
も
の
と
し
ま
し

　
今
回
の
取
組
み
で
は
、「
水
田
水

か
な
ど
を
検
討

　
今
回
の
取
組
み
で
は
、
村
が
場
所

た
。（
左
下
図
）

位
の
見
回
り
」を
大
き
く
削
減
す
る

　
ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
提
供
、
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
が
技
術
補
助
、

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
家

「
畑
作
」な
ど
へ
波
及
可
能

Ｔ
Ｄ
Ｕ
が
水
位
計
セ
ン
サ
の
開
発

実
証
実
験
の
成
果

の
皆
さ
ん
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
が
整
備

等
と
い
っ
た
形
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、

が
身
近
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い
た

な
ら
で
は
の
将
来
像

　
左
写
真
の
よ
う
に
水
田
内
に
水

・
雨
天
時
の
見
回
り
判
断
の
基
準

だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
き
た
い
と
思

位
計
セ
ン
サ
（
全
高
１
２
０
ｃ
ｍ
）

と
な
っ
た

い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
も
「

を
設
置
し
、
水
位
・
水
温
・
気
温
な

・
遠
方
か
ら
情
報
確
認
が
で
き
て

使
え
る
の
で
は
」「

ど
、
６
つ
の
情
報
を
取
得
。
取
得
し

安
心
だ
っ
た

今
後
の
取
組
み

い
な
」な
ど
の
ご
提
案

た
情
報
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

な
ど
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
ヒ
ト
」
が
状
況
確
認
し
て
い
た

し
た
ら
、
企
画
財
政
係

の
実
証
を
検

を
増
や

や
仕
事
の
創

て
）
が
可
能

す
る
予
定
で
す
。

を
「
檻
わ
な
」
や

か
な
ど
、

さ
れ
た
小
谷
村

を
模
索
し
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
で

こ
う
な
れ
ば
い

が
ご
ざ
い
ま

ま
た
は
特
産

推
進
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ

近

を
は
じ
め
、
身

な
と
こ

ろ
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
種

変
更
な
ど
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入

更

れ
る
、
変

す
る
こ
と
へ
は
抵
抗
感

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
村
で
は
、
今

後
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
が
身
近

な
も
の
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

取
組
み
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
課
企
画
財
政
係

８
２-

２
０
３
８

特
産
推
進
室
特
産
推
進
係

８
２-

２
５
８
９

広報おたり　令和２年３月号 (4)

上：センサ設置状況　下：可視化機能

水田にセンサを設置し、可視化機能を通して
水田状況をいつでも確認することができま
す。



テ
ー
マ
「
糖
尿
病
に
つ
い
て
」

糖
尿
病
と
は

　
糖
尿
病
は
、
す
い
臓
で
作
ら

れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
の
作
用
不
足
に
よ
り
、
血

液
中
に
溶
け
て
い
る
ブ
ド
ウ
糖

の
量
、
つ
ま
り
血
糖
値
が
高
い

状
態
が
続
く
こ
と
で
発
症
し
ま

す
。

　
糖
質
の
代
謝
産
物
で
あ
る
ブ

ド
ウ
糖
は
人
間
が
生
き
て
い
く

う
え
で
必
要
な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
な
け
れ
ば
人
は
動
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
体

を
動
か
す
「
ガ
ソ
リ
ン
」
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
一
定
量

以
上
の
ブ
ド
ウ
糖
が
血
液
に
溶

け
て
い
る
状
態
が
長
期
間
続
く

と
、
血
管
を
傷
め
る
な
ど
、
身
体

に
様
々
な
異
常
が
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。

　
日
本
全
国
で
「
糖
尿
病
が
強

正常領域 正常高値 境界領域 糖尿病領域

HbA1c
（%）

[NGSP値] 

～ 5.5％ 

血　糖 
（mg/dl）

（空  腹  時）～ 99
（２時間値）～ 139 

5.6～
5.9％ 

100～109 

6.0～6.4％
6.5％以上は
糖尿病の可能
性が高い 

110 ～ 125 
140 ～ 199

6.5～7.3％ 7.4％以上

126 以上
200 以上

注  過去に一度でも
糖尿病型と診断され
た場合、値が正常に
改善されても糖尿病
扱いとする。

尿　糖 （－） （±）  （＋）　 尿糖（2＋） 尿糖（3＋）

自
分
の
血
糖
値
は

ど
の
あ
た
り
？

　
上
の
表
は
血
液
検
査
や
尿

検
査
の
結
果
か
ら
、
自
分
が

糖
尿
病
の
ど
の
あ
た
り
に
あ

る
の
か
を
み
る
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
数
値

が
ど
こ
に
あ
て
は
ま
る
の

か
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
先
に
、
日
本
全
国
で
糖
尿

病
有
病
者
・
糖
尿
病
予
備
軍

の
方
が
多
く
い
る
と
記
載
し

ま
し
た
。
小
谷
村
で
も
特
定

健
診
の
結
果
か
ら
血
糖
値
に

異
常
が
見
ら
れ
た
人
（
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
値
が
正
常
高
値
【
５
・

６
％
も
い
る
と
い
う
結
果
が

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
法

定
報
告
よ
り
〕
。
糖
尿
病
の
人

が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う

の
は
小
谷
村
に
と
っ
て
も
身

近
な
問
題
と
い
え
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
病
気
が
か
な
り

 
 

進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が

糖
代
謝 

に
関
す
る
検
査

く
疑
わ
れ
る
人
（
糖
尿
病
有
病

者
）」「

定
で
き
な
い
人
（
糖
尿
病
予
備

軍
）」
は
合
わ
せ
て
約
２
，
０
０

０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

〔
Ｈ

・

。

怖
い
糖
尿
病
の
合
併
症

糖
尿
病
の
可
能
性
が
否

28
「
国
民
健
康

栄
養
調
査
」〕

　
血
糖
値
を
高
い
ま
ま
放
置
す

る
と
、
余
分
な
糖
分
（
ブ
ド
ウ

糖
）
が
全
身
の
血
管
や
神
経
を

傷
め
ま
す
。
そ
の
結
果
、
腎
症
・

網
膜
症
・
神
経
障
害
・
足
指
の
壊

疽
ほ
か
、
全
身
に
様
々
な
合
併

症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
心
筋

梗
塞
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
２

～
３
倍
増
加
さ
せ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
合
併

症
は
、
成
人
が
腎
臓
の
人
工
透

析
を
受
け
る
原
因
の
１
位
、
成

人
が
失
明
す
る
原
因
の
２
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。

６
％
】
以
上
の
人
）
が

出
て
い
ま
す
〔
平
成
28

80
・

年
度
　

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
進

行
度
を
知
る
唯
一
の
方
法
は

血
液
検
査
で
す
。
年
に
１
回

は
健
診
を
受
け
、
自
分
の
状

態
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
基
本
は
食
事
と
運
動
で

あ
り
、
こ
れ
ら
は
立
派
な
治

療
法
で
す
。
血
糖
値
が
高
め

の
方
は
日
頃
の
生
活
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。
日
常
生
活
の

注
意
点
等
に
つ
い
て
は
、
次

回
以
降
掲
載
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課
福
祉
係

８
２
‐
２
５
８
２

【
参
考
】
日
本
糖
尿
病
学
会
編
２
０

１
８-

２
０
１
９
　
糖
尿
病
治
療

ガ
イ
ド

(5) 広報おたり　令和２年３月号



る
こ
と
も
健
康
寿
命
の
延
伸

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

　
来
年
度
も
開
催
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申込書類 適性検査
区　分 面接試験日 （会場）

提出期限 受検期限

①４月25日（土）（長野市）

■
採
用
予
定
職
種
　
看
護
師
、
助
産
師

■
採
用
予
定
日
　
令
和
３
年
４
月
１
日

※
既
に
免
許
・
資
格
を
有
す
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
入
職
時
期
に
つ
い
て
ご
相
談
を
受
付
ま
す
。

■
受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
す
方

①
昭
和
36
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
採
用
予
定
職
種
に
係
る
免
許
・
資
格
を
有
す
る

方
（
来
春
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む
）

■
試
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
下
記
表
の
と
お
り

■
詳
細
は
当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
機
構
本
部
事
務
局
人
事
課

　

０
１
２
０
‐
１
７
３
‐
３
１
４


快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
の
紹
介

で
専
用
機
器
を
使
用
し
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
有
酸
素
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は

「
一
人
だ
と
続
か
な
い
こ
と
も
こ

う
い
っ
た
機
会
が
あ
る
と
と
て
も

良
い
し
、
参
加
す
る
こ
と
で
み
ん

な
と
会
え
る
こ
と
が
嬉
し
い
」
な

ど
と
話
し
、
中
野
さ
ん
の
巧
み
な

話
術
と
み
ん
な
の
や
る
気
で
和
や

か
な
雰
囲
気
で
運
動
し
て
い
ま

す
。
会
場
ま
で
の
送
迎
あ
り
。
ま
た

卒
業
生
を
対
象
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
教
室
を
開
催
し
仲
間
と
共
に
筋

力
向
上
・
社
会
参
加
が
継
続
で
き

第１回 ４月３日（金） ４月14日（火）
②５月９日（土）（松本市）

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構

看
護
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

適
度
な
運
動
と
交
流
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し

輝
き
続
け
る
た
め
に
…

　
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
せ
る
仕
組
み
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
一
環
、
介

’

護
予
防
と
し
て
、
Ｓ　
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
「‘
快
運
筋
活
ク

ラ
ブ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（「
快
」
快
適
な
「
運
」
運
動
を
し

て
「
筋
」
筋
肉
を
動
か
し
「
活
」
活

動
的
な
生
活
を
！
）

　
今
ク
ー
ル
も
冬
期
間
の
毎
週
月

曜
に
開
催
。
８
名
が
参
加
し
、
中
野

健
康
運
動
指
導
士
が
ひ
と
り
ひ
と

り
の
力
を
引
き
出
し
、
集
団
で
の

体
操
や
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

h
ttp://w

w
w

.pref-nagano-h
osp.jp/h

on
bu/bosh

u/318

‘S’ウェルネスクラブと包括支援
センターによる介護予防体操も
CATVで放映中です！

■お問い合わせ　

　地域包括支援センター　 ８２‐３１３５

国
家
公
務
員
募
集

人
事
院
は
令
和
２
年
度
に
次
の
国

家
公
務
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

 

総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験
、
大
卒
程
度
試
験
）

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
、
社
会

[
 

]

）

■
受
付
期
間
　
６
月

人
試
験

係
員
級

　
　
　
　
　
　
７
月
１
日
（
水
）

■
第
１
時
試
験
日

27

■
受
付
期
間
　 

（
金
）

　
　
　
　
　
　

４
月
６
日

■
第
１
時
試
験
日

（
日
）

 

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

■
受
付
期
間
　

４
月
３
日

　
　
　
　
　
　

４
月

（
水
）

■
第
１
時
試
験
日

６
月

（
日
）

３
月

日

～

【
注
】
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
月
）

 

４
月
26
日

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.jin

ji.g
o
.jp

/
sa

iy
o/sa

iy
o.h

tm
l

（
金
）
～

■
お
問
い
合
わ
せ

　
人
事
院
関
東
事
務
局

　

15
日14

 

日

０
４
８
‐
７
４
０
‐
２
０
０
６
～
８

22

第２回 ６月５日（金） ６月17日（水） 　６月28日（日）（長野市）

第３回 ７月３日（金） ７月15日（水） 　８月８日（土）（長野市）

広報おたり　令和２年３月号 (6)

日
（
月
）
～

９
月
６
日
（
日
）



 

 
  

 
  

  

          

　
大
北
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

12

次
の
コ
ー
ス
の
訓
練
生
を
募
集
し

ま
す
。

31

電
子
計
算
機
科
（
パ
ソ
コ
ン
）

◎
初
心
者
コ
ー
ス

10
18 18

◇
日
時
　
４
月
～
９
月
　
全

回

・
昼
の
部
　
毎
週
土
曜
日
　
午
前

９
時
～

時

・
夜
の
部
　
毎
週
月
曜
日
　
午
後

６
時
～
９
時

◎
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
コ
ー
ス

◇
日
時
　
４
月
～
９
月
　
全

回

・
夜
の
部
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後

６
時
～
９
時

【
電
子
計
算
機
科
共
通
事
項
】

◇
定
員
　
５
名
以
上
で
開
講

◇
受
講
料
　
各
３
５
，
０
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
３
月

日
（
火
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
訓
練

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
外
国
語
）

◎
実
践
英
会
話
コ
ー
ス

◇
日
時
４
月
～
６
月
　
全

回

・
昼
の
部
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後

２
時
～
４
時

・
夜
の
部
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後

６
時
～
８
時

大
北
高
等
職
業
訓
練
高
訓
練
生

◎
韓
国
語
コ
ー
ス

◇
日
時
４
月
～
６
月
　
全

回

・
毎
週
月
曜
日
　
午
後
６
時
～
８

時
【
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
共
通
事
項
】

◇
定
員
　
５
名
以
上
で
開
講

◇
受
講
料
　
各
２
５
，
０
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
３
月

日
（
火
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
訓
練

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
・
じ
ん
肺
・
振
動
病
・
難
聴
な
ど
、

｢

労
災
・
職
業
病
無
料
健
康
相
談
会｣

の
ご
案
内

31

　
次
の
よ
う
な
症
状
で
お
悩
み
の

10

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

●「
せ
き
や
痰
が
続
く
」（
ほ
こ
り

を
吸
い
込
む
仕
事
を
し
て
い
た

人
）

●「
手
が
し
び
れ
た
り
、
冷
た
い
。

寒
い
と
き
は
指
先
が
白
く
な

る
」（
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
削
岩
機
、

電
動
の
こ
ぎ
り
な
ど
振
動
工
具

を
使
っ
た
人
）

●「
テ
レ
ビ
の
音
が
大
き
す
ぎ
る

と
家
族
に
言
わ
れ
る
」「
耳
鳴
り

が
ひ
ど
い
」（
騒
音
が
ひ
ど
い
職

場
で
働
い
た
人
）

な
ど
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

大
北
高
等
職
業
訓
練
校

２
２
‐
２
０
５
０

■
日
程
・
会
場

・
４
月

日
（
土
）

白
馬
村
　
多
目
的
研
修
集
会
施

設
（
１
階
　
多
目
的
研
修
室
）

白
馬
村
大
字
北
城
７
０
２
５

・
４
月

日
（
日
）

小
谷
村
　
お
た
り
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー10 19 18
（
１
階
　

会
議
室
）

小
谷
村
大
字
中
小
谷
丙
１
３
１

■
相
談
受
付
時
間

101

午
前

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

建
交
労
長
野
労
務
職
業
病
相
談

セ
ン
タ
ー

０
２
６
３
‐
３
６
‐
７
８
２
６

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て

い
る
方
は
３
月
25
日
に
振

替
え
ま
す
の
で
、
口
座
の
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

25
日
の
定
期
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
方
は
４
月
10
日

に
再
振
替
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

３
月

今
月
の
納
税

税

目

国
民
健
康
保
険
税

期

別

10
期

納
期
限

３
月
31
日
（
火
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
度

■
第
12
回
の
開
会
予
定

３
月
23
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

８
２
‐
２
５
８
８

(7) 広報おたり　令和２年３月号




